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島根地方に於ける竹と笹

内田繁太郎

竹と笹との辱別に就ては色々誘明さ牝ているが，こごでは竹の皮が発生後聞もなく落ちる

ものを竹と呼び軍然らざるものを笹と呼ぶことにする。竹笹を1合せて竹類というのである

が，さて竹類というと旧分類法に從えば禾本科（Gram．1neae）に入るべきであるが，解剖上

からも花の構造上からも禾本科カ・ら分けた方がよいので、我國に於ても1933年申井猛之進博

士が竹科（Ba皿busaceae　L・nk，1833）の復活独立を主張してから多以來竹科植物として表

わされるようになっナこ。

　我國に於ける竹類の種類は昭和の初め頃までは僅々Z80種と称えら牝て吋こが多其後急に

竹類の研究が進み続々とその新種も発見され今では変種異種合せて700余種に達しておる。

　さて島根地方にはどれ位竹類D種類があるであろうか？　島根地方の竹類に就ては大正の

末期から昭和にかけて丸山巖氏，岸野頼三郎氏及び林実，高木什両氏等によりて探集せら牝

小泉源一博士によって命名発表されテこものが数種あるが

　　Sasa1wam1ana　K01dzエダウチコササ「丸山氏発見，1937）

　　S　Maruya＝mana　K01dzナガバザサ（　　〃　　　　二）

　　S　ram－os1slmaKo1dzコバノネマカリザサ（　　〃　　　　）

　　SasaeuacapPattam．aK01dzカヅノくシノ（　　〃　　　　）

　　S　aur1cu1a＋aK01dz万タフクシノ（　　〃　　　　）

　　S　K1sh1noana　K01dzイハミシノ（岸野氏発見，1934）

その総種麺1こ就ては未だ之を明かにさ牝仁ものは1ないようであるのセ，余輩乏しきを顧みす

敢て之を就さんと試み，先す予備調査として弐記の如く野生栽植のものを通じ変種異種を含

めて從來知られたもの25種，耳新しいと思わるるもの42種合計67種を弦に発表することにし

た。更に未調査のも．の並に薪種と思わ牝るものもあるが，これらは後目研究を経て発表する

考えである。早急稿をまとめナこので不備の点も冤牝ぬと思うがこれは後目修補訂正すること

にする。なお本稿を草するに当り兵庫縣高等学校教論室井緯君にば棲晶の同定を乞い叉松江

高等学校致諭丸山巖君には所藏の標晶の借覧を許され且つ種々注意と便宜を受けたことを斑

に深く感謝する次第である。

　　　　　　　　　　　　　　　　從來知ら牝だ種類

　　　　　　　　　　…主種名と原記載文献を附記するに止める。

　　1　Ch1monoba伽busa1mar皿orea　Mak1noカンチク（寒竹リR　J栽植

　2．Leleba且oribunda・Nakai．ホウワウチク㊥ホウビヂクエJ．B．Vo1．IX，F．工，A．P．

　　　　G．Vo1．工n．No．1栽植

　　3　L狐u1t1P1ex　Naka1ホウライチクJ　J　B　Vo1IX，FJ，F　J　S　栽植

　　4　P1e1ob1astuscom皿un6Naka1ゴキタケ，ヤマカハタケRJ，J　J　B　Vo1．IX

　　　　No．4

　　5R　Fortune1Naka1シマザナ，チゴザナJ工B．▽oL　IX，R　J栽植

　　6，P　pubescensNaka1ケネザサF　J，R　K　yo1XVむNo．6
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7　P　pygmaeus　Naka1var　d1st1chus　Naka1オロシマチク　J工B．yo1．X　No．4，

　　　F。工

＆　P．yoshidake　NakaiネザサF．工，R．K．Vo1．XV邊No．6

軌　P　Sエ皿on1Naka1メダケ（女竹），ニガダケ，カハタケ（皮竹，川竹）J五B．Vo1X

　　　No．5，F、エ

1α　Pseudosasa　japon1ca　Mak1noヤダケ（矢竹）シノベ，ヤジノ，ヤガラダケ（方膏）

　　　F。工，工J．B。▽o1．IX．No．2

11　Sasa　chmak1sasaK01dzチマキザサA　P　G　yo1y．No4
12　S　tyugokens1sMakエnoチュウゴクザサ（中國笹）J　J　B　yo1W，F　J

1ユ　＆Veitchii　Rehd．クマザサ，ヤキバザサ，ヘリトリザサ（Syn，Sasa　a1bo一㎜argi

　　　nata　lM［ak1no　et　Sh1bata）R工　栽植

14　Se皿1arundinaria　fastuosa　Mak1noナリヒラダケF　J　栽植

15　Sh1bataeaku㎜asacaNaka1オカメザサ、ゴマイザサ，フンゴザサJ　J　B　Vo1．

　　　IX．No．2，R工栽植

16．SinoarコndinariaaureaCarr．ホテイチク，ゴサンチク，クレクケ（Phy11ostachys

　　　bo皿busoides▽肌aurea　Makino）エエ・思yoL　IX．No．1，R工S．栽植・

17。＆nigraMunroクロチク，シチク（Phy．nigr包M1足触ro）工J．B．Vo1．IX．No．

　　　1，F．1栽植

18　S　n〕9ra　Munro　var　Henon1s　Stapf〈チク（淡竹）R　J多エエB．vo1IX　No．1

　　　rPhy　n1gra　Munro　var　Henon1s　stapf．）栽植

19　S　mgra　Munro　var　Henon1s　S亡apf　f　Boryana　Mak1mウンモンチク（雲紋竹）

　　　タシバチクR工，エエB．Vo1．IX　No．1（Phγnigra1Mlunro　var　Henonis

　　　Stapf　f　Bo町ana　Mak）栽植

20　S　pubescensMaze1マウソウチク（Phγed．u11sR1∀）F．5，RJ　S，J工B．Vo1

　　　　IX．No．1栽植

21　S　pubescens　Mlaze1∀肌heterocyc1a　HouzeaudeLeha1eキヅコウチク（亀甲竹）

　　　キブンチク（亀文竹）R　J．，工J．B．VoL　IX　No．1栽植

22　S　re仁1cu1ata　C　Kochマダケ（苦竹）ニガダケ玉カラクケ（Phy．ba㎜bus01des　S1eb

　　　et　Zucc．Phy．reticu1ataαKoch；）F．J．，エエB．Vo1IX　No．1

23　S　ret1cu1ata　C　Koch．R▽ar　cast111on1s　Makmo．キンメイチク（金明竹）Fエ

　　　エJ　B・yo1IX　No・1栽植　（P蚊reticu1ataC　Koch　yar　cast丑1oms　Mak1no）

24∴Sinobambusa　Tootisk　Makino　タウチクR工＆　栽植

25　Tetragonoca1a皿us　quadr1angu1ar五s　Naka1，シホウチク（四方竹）シカクダケr四角

　　　竹）エエB．Vo1．IX．No．2，R　J。栽植

　　　　　　　　　　　　　　　　薪　ら　しい種類

　竈66，67を蔭いては概して小形のササである。原記載丈献のぼか主な特徴，産地，探集者を

　　　　附記する。

2a　P1eiob1astus　diversus　NakaiエエB．Vo1．XI，R工S．

　イセメダケ
　幹は無分枝或は分枝無毛，節竹皮葉両面無毛茅松江城岨丸山氏探集）

2Z　P．gi1bohirsutus　Koid．z．A．P．G．Vo1．XL　No．1
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　。ヤマトネザサ

　長者ザサに似るも竹皮の下部に白毛が密生する。葉形メダケに似るも基脚鈍形である。

　1935年松江市國屋町にて探集（内田）

28．RikarugaensisK01dzARGyo1XNo1
　イカルガネザサ

　節に長毛あり多竹皮は無毛なるも葉しようの下方には密毛が生する。肩毛は長い。原地

　は丹波國何鹿郡中上林村である。松江市築山

29．P．k1nk1ens1s　K01dz．A　P　G▽o1．VI　No．2

　キン’キネザサ

　幹面及竹皮，葉しように細毛がある。節膨牝細毛密生葉は無毛。原堆は山城鞍馬山，松

　江市酉川町（丸山）

30　R　k1usヱanus　Mlakmo工J　B　Vo1．V，F　J

　　フシダカシノ

　節著しく隆起紬毛密生，葉の上面中脈附近に小剛毛がある。仁多郡布勢村佐白（丸山）

31．R皿u1t1fo11us　Naka1J　J　B．Vo1．IX．No．4，R　J　S

　チョウジヤザサ

　枝は無分枝叉は各節に1－2個つく。節に上向の逆毛生す。葉は無毛，原地は相模國逗

　子長者崎，石見馬島，出雲平田族伏山（丸山）

32　R　Nagashi㎜a　Naka1J　J　B　Vo1IX　No　4，F　J　S

　　ヒロフザサ（平生ザサ）

　幹は初め短き遼毛あるも後次第に失う。釦こ短毛密生，葉しように短き遼毛密生，葉は両

　面無毛。本種は19世紀に目本より欧州に移植されArmd1nar1aNagashi㎜aM1tfordの

　名で知られていたものであるが本邦にては前川文夫氏が伊勢國中川村平生にて始めて其

　　自生を得牝。1951年g月八東郡恵曇町古浦にて斎藤眞太郎氏探集、松江市國屋町（内田）

3＆　P　Nakash1m．a　K01dムA　P．G　Vo1．yI．No2

　　ヅクシホウデンネザサ

　　ヒロフザサに似るも葉ばやや裏剛こ同って巻き中目永を除き密に微毛がある。叉上面に毛

　がある。筑剛國宗簾郡津屋町，箕後國耶摩郡下廣川村が原地である。松江市築山

34　P　Pseud－os1皿on11K01dz　A　R　G　Vo1．IV　No2，F　J　S

　　フシゲメダケ

　　メダケに似るも節に毛がある。紬伊，土佐，伊予，九州方面に分布する。松江市西川津

　町（内田）

35，Sasa．atagoens1s　Maklno　et　K01dz　A　R　G　Vo1■I　No・1R　J　S

　　アタ　ゴザサ
　勧肥厚，竹皮は有毛，葉は枝端に3－6，葉面革質或は紙質。松江市乃木町にて林実氏

　探集
3aachoka1ens1sMakmoARG．▽o1IILNα1，F．J＆

　　テウカイチマキ

　節上部肥厚，竹皮無毛，葉は披針形或は卵扶披針私石見浜田波佐村，柿木山（丸山）

37　S　D01yosh1woana　K01dz　A　P　G　Vo1IV

　　コバノウツクシザサ
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　竹皮は外面に粗毛密生，葉は円脚肩毛なし参期縁辺黄白す。一松江市乃木町（林）

・38．S．grand．ifo1ia　K〇三dz．A．P．、G．Vo1．IV．No．1，RエS．

　オ　　ホ　　ザ　　サ

　幹長大径7㎜m葉は両面無毛，葉しようは初め有毛後無毛となる。肩毛なし，石見市

　木（丸山）

3a　S　horribi1is　Koidz．A．R　G　yo1．IγNo．1，RエS．，K．A．B．

　ホクェヅザサ
　キンキザサに比するに節膨大せす，葉しように長粗毛あり，葉面は革質。原地は越剛敦

　賀郡ナヵアイハヅ村，越後八彦山にも産す。趨摩郡大森町にて高木仔氏探集。邑智郡吾

　郷村（丸山）

40　＆1nequ11atera11s　K01dz　A．P　G　Vo1．IV．No3

　シヤケイチマキ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．、一　　　帖’
　サトチマキザサに似るも葉は更に斜形にして梢心麟形なるの差がある。原地は低寓生野

　仁多郡布勢村八代（内田）松江市乃木町（林）

41　S．1wa皿1ana　K01dz　A　P．G．Vo1VI　No2

　エダウチコザサ

　分枝の多いわV・性のササである。節低く竹皮長くススダケ（Sasa皿orpha）に似る。葉

　縁参期不規則に枯白する，1936年4月麓摩郡温泉津町にて丸山氏の発見し牝ものであ

　る。蓋し当地方産としては異晶である。莫後石見宅野にて高木，丸山両一氏採集。

42　S　kmk1ens1s　K01dz　A　P　G　Vo1．I■No．1，F　J

　キン　キ　ザサ

　中國ザサに似るも幹は丈け高く葉も蓬かに長く葉縁は白斑をなす。原地は京都鞍馬山，

　丹波丹後にも産する。一畑薬師堂の裏山にて探集（1950年5月，内田）　　　　’

43．S．1atitectrius　Koidz．A．P．G．Vo1．VIIL　No．4

　ヒロハヤネフキザサ

　ヤネフキザサに似て葉幅廣く葉縁参期枯白し，肩毛よく発達して為る。原地は美作國眞

　庭郡川上村で傭中ヲ安薬等にも産する。石見市木三坂峠及五里山三階山（丸山）

44．＆Maruyalmana　Koidz．A　R　G．Vo1．VI。・No．2　　　　　　　　・一　　囲’

　ナガベザ’サ

　名の示す如く葉は長く33cmにも達する美しいササである。葉形陸中原産の長葉ネマガ

　リダケに似るも更に挾長小舌が平らかで浅い。ユ936年5月丸山氏の発見にカ三かるもの

　で，原地ば那賀郡石見村柿木山である。其後同郡雲城村にても探集した。

45SnotoPeninsu1aeK01dzAPGVo1．IVNo3
　コウノスザサ
　オホザサに似るも葉は基部梢心臓形であ亭。原地は能登フゲス郡コウノス町。石見三瓶

　山，仁多郡横田町（丸山）

46Span1cu1ata▽ar．stenathaMak1noetSh1bat乱F。エ

　メクマイザサ
　クマイザサに似るも葉は梢小形で上部の葉裏綱布密布，竹皮に毛がある。能義郡比田村

　（丸山）

4Z　S．phy11ophorrhachis　KoidzんR　G　Vo1IV二No．1．R工S
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　オクギザサ
アタゴザサに似るも㍗皮縞原地は京都アタデ山石克浜田1・て丸山氏探集

48　S　pa1mata　Naka1R　K　Vo1XV．No6，孔J
　’サト≠マキザサ

　幹は直生基部斜上する。勧に短毛密生、葉は4－7枝轍こ掌秋に排列する。斜形にて紙扶

　革質，狭長楕円形乃至廣長楕円形，短鑑尖頭，円脚。松江市國屋町（内田）那賀郡波佐

　村，柿木山（丸山）

49．＆per皿i1is　Koidz．A．R　G　Vo1．VI．No．4

　　フシゲキンキザサ

　　キンギザサに似るも節に毛がある。原地は山城國オクギ郡雲ケ原，仁多郡鬼の舌振，松

　江市楽山にて探集（内田）

5α　Sasa’ra皿osis㎜a　Koidz．A．P．G．VoL　VII．No．2

　　コバノネマガリザサ

・…年・月隠触前高馴にて丸山氏牟観胴のである・葉小さ・会枝争／ネマガ

　　リダケに似る。

51．Sasa　surugaensis　Nakai。エェ＆Vo1．XI．F．工S

　　スルガザサ
　幹は墓脚弓秩節は球私浜田城山に下丸山氏探集・

52，S鴉a　tambaens1s　Mak1no　A　R　G．Vo1．III．No1

　　タ　ンバザサ

　幹は杢く無毛葉は膜質下面少しく次白色を呈し有毛。葉しよう及竹皮は無毛。伯脅大山

　　寺に産する。

53．Sasa　tectrius　Koidz．A．R　G．Vo1．II工．No．1

　　ヤネフキザサ
　　幹は弔滑無毛で分枝し暗繋色を呈するもの多く，葉は小形にして厚く光沢がある。葉し

　　よう葉共に無毛。肩毛ば多く之を欠ぐ。原地は但馬ヵハナシ峠，松江市國屋町伯看大山

　寺（内田）仁多郡八川村三井野及阿井村（丸山氏）

54　S孕sa　tenu1fo11a．Naka1R．K．VoL　XγNo　6，J工B　Vo1X工．No．9

　　カンムリヤマザサ

　　幹はわい小。基脚より分枝する。葉ρ裏面は粉白有毛。雲石の境冠山一名寂地山で津山

　筒博士探集。

55．Sasa　Uii　Nakai　R工S，K．A．B．，エエB．VoL　X正。No．2

　　ナリアヒザサ

　　中國ザサに似て節に紬毛密生す。原地は丹波。石見五里山に産す。

5＆　Sasae11a（Syn　Arund1naria）Araki1K01d2A．R　G▽oL　IγNα4

　　ミクケシノ，ヒロシマシノ

　　勧隆起毛茸密生。竹皮起部膨大辺縁に毛密布。葉しよう概ね無毛，葉は両面殆んど無

　　毛。仁多郡三成町，横田町，簸川郡立久恵等にて丸山氏探集。

5τ＆aur1cu1ataK01dzARGSept，194ふ
　　オタフクシノ

　葉は密に羽扶に枝端に集り10片依つく。葉幅廣く其形オタフク微をなし竹皮及葉しよう
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　に微毛あ臥節にも細毛がある。19工1年1月石見三隅町にて丸山氏発見す。．

5＆　S　b1tchuens1s　K01dz　A　P　G▽o1．VII　No　4，J　H．Ml　N．No　7，R　J

　ジョウボウザサ

　葉は10－30c㎜深糠革質，基脚に毛が密布する。原地は備申國上房郡松山村佐與谷。

　仁多郡三威町にて丸山氏探集。

59　S　cappata皿a　K01dz　A　P．G　Vo1VI　No　3

　カ　ツパシ　ノ
　イハミシノに似るも葉は大にして狡長枝端に10片位つく。葉しよう基部多歯に長V・綿毛

　密生。葉裏無毛。1937年g月美濃郡疋見村にて丸山氏発見す。其後邑智郡市木村及鳥取

　久松にても同氏探集す。

60　S　g1abra　Naka1J　J　B　Vo1X，F　J　S，工H．M，N．No．7

　シ　ヒヤ．ザサ

　ァヅマザサに比するに肩毛の発達不良，葉全く無毛，仁多郡横田町（丸山），簸川郡立久

　恵（森山正夫氏）探集。

61　S　Ikegam11Naka1J　J　B　Vo1X，F　J　S，J　H　lMl　N．No　7

　カ　リ　ハザサ

　中國ザサに似て葉は細長竹皮に直生毛及下向細毛混生す。葉しようは初め粗毛あるも後

　に無毛となる。叉展々下向細毛がある。葉ば両面無毛。仁多郡布勢村佐白にて丸山氏採

　集。

62　SIr1u11MlakmoAPGVo1IIINo3，FJS
　ヒロシマザサ
　葉は稿廣くして細長，節に白毛，竹皮は基部有毛，肩毛あり。葉裏無毛，簸川郡稗原村

　仁多郡横田町石見盆田（丸山），石見太田（森山）

63　S　K1sh1noana　K01d．z　A　P　G　Vo1IV．No　1，R　J　S

　イ　ハ　ミ　シ　ノ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジブウジ
　1933年7月故畏友岸野頼三郎氏が趣摩郡井田村鷲峰寺にて発見したササであ亭。岸野氏

　は当時國民学校に勤務し深く博物学に趣味を持’ち熱心な探集家であらた。種名は其名讐

　を記念する爲め小泉博士が命名したものである。此ササを丸山氏は備後帝釈にて探集し

　た。

64　S．pha1erata　K01dz　A　P。αVo1IV．No．1，孔エS

　セキノヤダケー

　幹は直生批大枝端葉5，長披針形長鏡尖頭或は尾頭ヲ円脚長さ20一｛Oc皿径3－5c㎜両

　面無毛。肩毛長大葉しようは無毛叉は有毛。1924年美保関にて小泉氏探集。其後安部嚴

　毅氏は仁多郡布勢村にて探集し牝σ

65．＆rhyncantha　K01dz　A　R　G　Vo1IV．No　2，R　J　S

　オホバウラジロシノ

　節は膨出せす初めより無毛。竹皮も無毛葉は枝端6－8剛線質両面無毛，仁多郡横田町

　にて丸山氏探集。

66．Se㎜1arundmanaTatebeanaMuroiBTVo11No．1
　ケナシナリヒラダケ

　ナリヒラダケに似て節無毛，松江市西川津阿暉屋町乃木町（内田）植栽種である。
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6τ　S．tranqu汕ans　Koidz　A　R　G臼Vo1．X．No4，Vo1，XI．No．1

　インヨウチク（陰湯竹）

　全形マダケに似るも枝は一節より3本出づ雪葉はマダケ（俗に男竹）に幹はメダケ（女竹）

　に似るので此名がある。能義郡比婆山を原地とする。

　　　　謹翼融略掌解
　F．、J・目本植物総覧訂正槽補版（1931），　　　　F．J．S．同上補慧版（ヱ936）

　凪M．T．植物挙雑誌，　　　　　　　　　　　J．J．風　植物研究雑誌

　R．K．理科致盲，　　凪丁．植物趣味，　　K．A　B．竹と笹の分類（近野英吉著）

　J．H．M．N．兵庫騒中等致育博物学雑誌’


